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昭
和
三
十
九
年
度
芳
二
団
長
浜
町
議

.
、
一
会
臨
時
会
は
、
去
る
二
月
十
七
日
午

-V一
前
十
一
時
四
十
分
か
ら
、
会
議
室
で
開

一
か
れ
ま
し
た
。

ま
一
議
案
は
、

ヵ
一
一

i

昭
和
三
十
九
年
度
長
浜
町
一
般
会

一
計
補
正
予
算

な
一
二
、
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

一
る
条
例

t
一
三
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
給
与
条

朝
一
例
の
一
部
改
正

一
四
、
長
浜
町
教
育
長
給
与
条
例
の
一
部

重

一

改

正

屋
一
五
、
昭
和
三
十
九
年
度
、
国
保
、

上
水
道
、
青
島
航
路
、
港
湾
施
設

な
ど
、
特
別
会
計
補
正
予
算

(毎月 1田正 ι)

発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所岸本印刷所

2月の人口動態
男 8.11 4 
女 8.80 8 
計 16.9 2 2 

世帯数 4.0 6 2 
(末日現在)
死亡 24
離婚 l 

出生 31
婚姻 B 

上
水
道
条
例
な
ど
可
決

活昭和40年3月20日

一宮亀久雄氏

(ー〉

長議

副議長に石田政雄氏決まる

議冨リ

恒要量箇.

第
-・・・・園
田園・田圃

田

郷

土

開

発

の

未

来

図

を

措

く

グ
松
山
博
μ

三
会
場
で
開
催

愛
媛
県
、
松
山
市
、
愛
媛
新
聞
社
の

共
催
で
、
一
二
月
二
十
日
か
ら
五
月
十
日

ま
で
、
松
山
市
で
、
松
山
博
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
松
山
博
の
一
各
会
場
の
見
ど
こ

ろ
を
さ
ぐ
っ
て
み
ま
し
た
。

長

浜

町

議

会

構

成

表

長

亀

宮

政|久

議

長

員

一

途

努

委
一
い
け
い
門

会

一

建

設

委
一
文
教
厚
生

間
函
動
配
川
町

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

監

査

議
会
運
営
委
員

委

員

審

議

委

員

臨

時
..6.-. 
~ 

さ
れ
ま
し
た
。

と
の
あ
と
、
議
長
、
副
議
長
、
各
常

任
委
員
の
改
選
が
、
行
な
わ
れ
て
午
後

六
時
半
に
閉
会
し
ま
し
た
。

。

委

員

長

!

会

長

O
副
委
員
長
!
副
会
長

雄

。
池
田
登
紙
ぷ
徳
之
助
田
村
龍
一

紙
本
徳
之
助
渡
辺
仁
之
助
菊
地
伝
蔵

宮
本
数
美

誌

の

日

2 月

政町

1日

4日

8日

9日

12日

の
り
も
の
の
科
学
館
で
、
交
通
の
知

識
を
深
め
、
こ
ど
も
館
の
動
物
の
菌
、

魔
法
の
国
を
抜
け
る
と
、
わ
が
国
で
初

の
試
み
で
あ
る
「
お
も
ち
ゃ
フ
エ
ヤ
」

会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
ん
だ
、
お
も
ち

ゃ
、
お
も
ち
ゃ
。

日
本
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
品

さ
れ
た
三
千
六
百
点
の
ど
れ
で
も
手
に

信

分

短

2月

4
胃議

138 

14日

19日

23日

文教厚生委員会および水道施設地区代

表者会水道料金の改正について協議

議会運営委員会

大洲市で、喜多郡町村議長会総会ョ議

長と事務局長出席

水道施設特別委員会

昭和39年度浄2回長浜町議会臨時会

県町村議会議長会定期総会。議長と事

務局長出席、この席上で西村護議員が

県と全国議長会長から表彰された。

正副議長と各常任委員会、昭和40年度

予算編成について検討

3日

と
っ
て
あ
そ
び
、
ゲ
ー
ム
す
る
と
と
が

で
き
ま
す
。

【
奥
道
後
会
場
】

恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
て
、
グ
リ

ー
ン
の
芝
ふ
に
は
、
ズ
ラ
リ
と
、
近
代

防
衛
科
学
の
枠
が
並
ん
で
い
ま
す
。
対

空
射
撃
練
習
具
の
戦
車
の
砲
塔
も
自
分

で
動
か
し
て
み
れ
ま
す
。

新
し
く
な
る

H

被
保
険
者
証
H

町社協役員会

少年式

県単豆柳水路入札

融資調査

水道業者打合会

共同保健計画衛生教室

町社協会

母子家庭中卒児童激励会

県事業税申告指導

民生委員研修会

四
月
一
白
か
ら
、
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在

使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
、
っ
か

え
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
三
月
二
十

五
日
頃
、
区
長
さ
ん
の
て
も
と
ま
で
、

送
付
の
予
定
で
、
現
在
つ
か
っ
て
い
る

被
保
険
者
証
と
ひ
‘
ぎ
か
え
に
、
区
長
さ

ん
か
ら
、
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
、
被

保
険
者
名
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
名
は
、
三

月
十
日
現
在
で
作
成
し
て
い
ま
す
の
で

こ
の
日
以
後
、
異
動
の
あ
っ
た
世
帯
は

あ
り
が
と
う

月

日

寄

付

物

件

六
、
交
通
安
全
の
保
持
に
関
す
る
条
例

七
、
大
洲
、
喜
多
衛
生
事
務
組
合
規
約

の
一
部
改
正

八
、
長
浜
町
上
水
道
条
例

が
、
い
ず
れ
も
、
原
案
の
通
り
可
決

1

・3
r
、，
.
2
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・・g
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f
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【
堀
の
内
会
場
】

一
郷
土
近
代
化
の
未
来
図
、
瀬
戸
内
海

の
ピ
ジ
ヨ
ジ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
国
，
つ

く
り
を
ポ
イ
ン
ト
に
全
国
観
光
物
産
舘

郷
土
文
化
館
、
胎
児
か
ら
老
人
ま
で
の

健
康
を
守
る
パ
ブ
リ
ジ
テ
イ
館
な
ど
が

あ
り
、
自
動
車

ν
ヨ
ー
も
あ
り
ま
す
。

【
道
後
会
場
】

会
場
の
城
門
を
く
ぐ
る
と
、
超
特
急

の
一
ひ
か
り
号
」
が
迎
え
て
く
れ
ま
す

七

十二
四百
円二
十・
五
万

千

百

て
二
八
一
十
万
円

~I 
自
動
点
火
式
ガ
ス
コ

四ン

基ロ 四

月

日

カュ

り

役
場
の
受
付
か
、
連
絡
所
で
、
被
保
険

者
証
の
訂
正
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

春

さ

き

の
犯
罪
に
注
意
を

寒
い
冬
の
季
節
か
ら
よ
う
や
く
解
放

さ
れ
る
四
月
は
、
一
般
に
緊
張
感
が
ゆ

る
ん
で
、
犯
罪
が
一
度
に
ふ
え
る
と
ぎ

で
す
。つ

ぎ
の
点
は
、
特
に
注
意
い
た
し
ま

旬、
、ー

ざ

い

石

田

雄

。
山
下
清
雄

O
吉
本
吉
信
本
田
重
太
郎
後
藤
熊
市
西
村
護

。

浦

固

定

O
徳
山
長
、
氷
新
谷
芳
朗
菊
地
伝
蔵
紙
本
徳
之
助

。
中
上
芳
郎

O
田

村

龍

一

廉

豊

小

西

豊

己

清

水

猛

。
宮
本
数
美

O
渡

辺

仁

之

助

津

田

利

広

三

宮

邦

池

田

登

本
田
重
太
郎
津
田
利
広
田
村
龍
一
浦
田
定
池
田
登

西
村
譲
渡
辺
仁
之
助
小
西
豊
一
己
徳
山
長
永

清

水

猛

l

o二
宮

邦

O
紙

本

徳

之

助

新

谷

芳

朗

池

田

登

東

豊

後
藤
熊
市
渡
辺
仁
之
助

。

二

宮

邦

二

宮

邦

寄

付

長
浜
小
学
校
P
T
A
代
表

辻

良

清

白
岡滝
崎、

勝加
美屋
、地

窪区
代

増表
見

大
和
方
一
小
中
学
校
P
T

A
会

長

二

宮

正

直 者

ま
し
た

日

11日

16日

17日

23日

昨
年
グ
ア
ム
島
で
発
見
さ
れ
た
「
ゼ

ロ
戦
」
も
二
十
年
ぶ
り
に
国
民
の
前
に

姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

電
気
館
、
電
波
と
電
信
舘
を
は
じ
め

生
活
文
化
舘
、
現
代
産
業
な
ど
、
あ
ざ

や
か
な
色
調
を
と
と
の
え
て
、
暮
し
の

科
学
を
わ
か
り
や
す
〈
、
説
明
し
て
い

ま
す
。

A

V

A

V

 

松
山
博
入
場
料
(
三
会
場
共
通
)

お
と
な
l
二
百
円
「
団
体
百
六
十

円
、
前
売
券
百
六
十
円
)

高
校
生
l
百
六
十
円
(
団
体
百
円
)

小
中
学
生
l
百
円
(
団
体
六
十
円
)

幼
児
(
四
才
以
上
)
l
二
十
円

し
ょ
、
コ
。

て
玄
関
な
ど
の
出
入
口
に
は
、
カ

ギ
を
か
け
て
お
く
よ
う
に
す
る
。
外
出

す
る
と
き
は
、
留
守
番
を
お
く
よ
う
に

し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
、
戸
締

り
を
厳
重
に
し
、
隣
近
所
に
も
、
留
守

を
た
の
ん
で
お
く
と
と
。

二
、
大
金
は
、
家
に
お
か
な
い
こ
と

現
金
や
通
帳
、
印
鑑
な
ど
の
貴
重
品
は

分
散
し
て
、
し
ま
っ
て
お
く
こ
と
。

(
不
幸
に
し
て
、
被
害
を
受
け
た
と
き

は
、
現
場
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
警

察
へ
)

的

官
民
浜
小
学
校
屋
体
建
築
に
伴
う
土
地
購
入
費
住

居
立
ち
の
き
料
と
し
て

白
滝
地
区
防
火
水
そ
う
新
設
費
の
一
部
と
し
て

大
和
芳
一
中
学
校
家
事
室
備
品
と
し
て

27日

V
万

一

火

事

が

起

き

た

と

き

は

、

す

ぐ

役

場

消

防

係

か

、

有

線

放

送

室

へ

連

絡

を

一

一

一

V
火

事

の

と

き

は

、

雨

戸

な

ど

、

あ

け

て

し

一

一

一

ま

う

の

は

よ

く

あ

り

ま

せ

ん

。

火

の

ま

わ

り

が

早

く

な

り

ま

す

。

V
二

階

で

い

た

と

き

は

、

階

段

を

お

り

る

の

一

一

一

は

危

険

で

す

。

一

一

一

-

、

…
3
fほと
ん
ど
が

y

一一

…
…
?
も
/
以

P
禁
制
け
J

一戸…一

…

J
d
d
p一一一

一一

4

4

f

山一一

@

@

圏

一

門

ロ

ニ

-

一

一

一
的
日
バ
」
…
一

be白
』

/

|

l

;

l

I

4

一一

b
a帯
周

，

/

ー

-

一

一

一
一
大
一
-

V
二

階

で

は

、

綱

を

つ

か

つ

て

お

り

る

か

、

下

に

フ

ト

ン

を

な

げ

て

、

そ

の

上

に

と

び

お

り

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

V
体

に

火

が

つ

い

た

と

き

は

、

走

る

と

か

え

っ

て

よ

く

燃

え

ま

す

。

こ

ろ

が

る

ほ

う

が

-

消

え

や

す

い

も

の

で

す

。

一

一

V
と

に

か

く

気

を

つ

け

て

、

火

事

を

お

こ

さ

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

‘“温トム
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ましょう

自
壊

三
一
万
六
千
円

総

の

羽

十艮

金

(

わ

た

く

し

の

5
ち

に

、

ゅ

う

せ

か

、

き

い

て

み

ま

す

。

(

『
ん
、
ほ
ラ
そ
う
で
ん
わ
を
、
と
り
わ
た
く
し
た
ち
が
、
学
校
で
、
，

九
つ
け
た
の
は
、
四
年
ま
え
で
す
。
き
が
く
、
が
っ
そ
う
を
し
た
の
を
~

J

そ
し
て
、
学
校
へ
行
き
だ
し
た
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
と
っ
て
『

~
ら
、
ま
い
に
ち
、
で
ん
わ
を
つ
か
も
ら
っ
て
、
ど
ょ
う
び
と
、
に
ち
)

川

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

よ

5
ぴ
の
、
「
ち
ょ
う
み
ん
の
ひ
)

)
し
ゅ
く
だ
い
仇
こ
と
で
も
、
わ
ろ
ば
」
の
じ
か
ん
に
、
ほ
う
そ
う
{

一
両
国
刀
踏
お
う
ナ
一
九
一

山

口

出

h
一
三
一
治
三
日
目
:
i
ど
に
町
、
日
比
一
口
一
…
一
》
luw

》

d

J

一
時
田
山
一
ほ
う
そ
う
…

〉
か
ら
な
い
こ
と
は
、
と
も
だ
ち
に
さ
れ
ま
す
。
お
と
う
さ
ん
や
、
(

J

き

き

ま

す

。

お

か

あ

さ

ん

も

、

「

み

ん

な

じ

よ

川

目
ゅ
う
せ
ん
ほ
う
そ
う
で
ん
わ
が
う
ず
だ
ね
。
」
と
聞
い
て
く
だ
さ
~

(

あ

る

と

、

す

ぐ

、

き

く

こ

と

が

で

い

ま

す

。

一

一

き

る

の

で

と

て

も

、

べ

ん

り

で

す

)

J

わ

す

れ

も

の

を

し

た

と

き

も

、

(

小

学

校

三

千

笠

K

子

)

~

一

で

ん

わ

を

か

け

て

、

あ

る

か

な

い

ん

監
事
上
両
校
P
T
A
代
表
、
公
民
館
e

門
大
和
支
部
〕

須

沢

分

館

長

支

部

長

H
公
民
館
相
生
分
館
長
、
副

門

出

海

支

部

凶

支

部

長

日

公

民

館

豊

茂

分

館

長

、

理

事

支
部
長
日
公
民
館
分
館
長
、
副
支
部

H
方
一
中
学
校
長
、
分
二
小
中
学
校
長

長
U
小
@
中
P
T
A
会
長
、
理
事
日
小
相
生
青
年
団
長
、
芳
一
小
中
P
T
A
会

中
学
校
長
、
青
年
団
長
、
小
・
中
P
T
長
相
生
婦
人
会
長
、
由
吉
一
茂
青
年
団
長
、

A
会
長
、
区
長
会
支
部
長
、
民
生
(
児
交
安
協
会
支
部
長
、
曲
百
一
茂
婦
人
会
長
、

童
)
委
員
代
表
、
婦
人
会
長
民
生
一
委
員
代
表
二
名

監
事
上
回
向
校
P
T
A
代
表
、
消
防
分
託
事
H

民
生
委
員
代
表
二
名

団

長

門

白

滝

支

部

凶

育
長。
J 
品、
お
I 
込
竜

踊
} 、
埼

S 
L 
均、
T 
S 
衛
官

金

品、
、
馬
、
鈴

4 
増、
可
L 
ヘー¥、

鳥
河

h v 
弘、
時
E 
き

母

島

寺
t 
埼
訟

T 
t 
? 
弘
司

島
『
h 、
? 
! 

(毎月l回発仁

春
は
、
緑
の
も
と
も
と
、
こ
の
運
動
は
、
戦
時
中

羽
根
と
共
に
訪
お
よ
び
、
戦
後
の
濫
伐
で
、
荒
廃
し
た

れ
ま
す
あ
ざ
や
国
土
を
少
し
で
も
阜
く
復
旧
し
よ
う
と

か
な
羽
根
の
色
す
る
の
が
ね
ら
い
で
、
昭
和
二
十
五
年

は
、
春
の
モ
ー
か
ら
始
め
ら
れ
、
と
と
し
で
、
十
六
年

ド
と
も
な
り
、
自
に
な
り
ま
す
。

ア
ク
セ
チ
リ

I

家
に
お
い
て
も
、
職
場
に
お
い
て
も

と
し
て
親
し
ま
緑
は
、
豊
か
な
生
活
感
情
で
、
落
着
辛
口

れ
る
ほ
ど
に
な
を
与
え
ま
す
。

っ
て
き
ま
し
た
わ
た
く
し
た
ち
の
環
境
を
少
し
で
も

こ
と
し
の
町
多
く
緑
化
し
て
明
る
い
生
活
を
築
く
た

d
標
額
は
、
一
二
万
六
千
円
で
す
。
め
に
こ
の
運
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
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門
間
凶
法
律
挟
助
制
度
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

(
長
浜
町
大
字
豊
茂

K
-
T
生
)

門
矢
口
同
私
た
ち
の
生
活
に
は
、
い
ろ

い
ろ
の
紛
争
が
起
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
「
土
地
や
家
屋
の
明
渡

し
」
「
交
通
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
受
け

た
損
害
賠
償
」
な
と
。

こ
ん
な
場
合
、
当
事
者
間
で
解
決
が

で
き
な
い
と
ぎ
に
は
、
裁
判
に
よ
っ
て

利
益
を
守
る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん。
民
事
訴
訟
は
、
非
常
に
複
雑
か
つ
技

術
的
で
あ
る
た
め
、
し
ろ
う
と
に
は
、

な
か
な
か
む
ず
か
し
く
、
弁
護
士
に
依

頼
し
て
、
訴
訟
を
し
な
け
れ
ば
、
十
分

そ
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

長
浜
町
防
犯
協
会
が

民

{王

本国

(ニ)

で
き
ま
し
た

理
事
リ
教
育
長
、
公
民
館
長
、
高
校
長

小
中
校
長
会
長
、
社
協
会
長
、
大
州
警

察
署
長
浜
派
出
所
長
、
区
長
会
長
、
交

通
安
全
協
会
長
浜
支
部
長
、
長
浜
防
犯

協
会
今
坊
、
長
浜
、
櫛
生
、
出
海
、
大

和
、
白
滝
の
各
支
部
長

監
事
H

長
浜
町
民
生
(
児
童
)
委
員

総
務
、
長
浜
町
婦
人
連
絡
協
議
会
長

員炎

室

と
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

弁
護
士
に
依
頼
す
れ
ば
、
相
当
の
報

酬
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

裁
判
に
は
、
普
通
、
か
な
り
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
費
用
の
負
担
が
で
き
な
い

方
々
の
た
め
に
、
裁
判
費
用
や
、
弁
護

士
の
手
数
料
、
な
ど
を
立
て
替
え
て

弁
護
士
に
依
頼
し
て
、
紛
争
を
処
理
し

て
あ
げ
る
よ
う
な
制
度
が
、
昭
和
二
十

七
年
一
月
、
財
団
法
人
法
律
宍
助
協
会

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

法
律
扶
助
の
「
し
く
み
」
は

法
律
扶
助
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
方
が

う
け
ら
れ
ま
す
。

川
弁
護
士
を
依
頼
す
る
資
力
を
有

募
門
今
坊
支
部
凶

支
部
長
H

公
民
館
分
館
長
、
副
支
部

長
H

区
長
会
支
部
長
、
理
事
H
小
学
校

長
、
小
・
P
T
A
会
長
、
消
防
団
分
団

長
、
青
年
団
長
、
婦
人
会
長
、
交
安
協

会
支
部
長
、
区
長
会
支
部
長

監
事
H

民
生
委
員
代
表
、
保
護
司
代
表

門
E
Z
浜
支
部
凶

支
部
長
H

公
民
館
分
館
長
、
副
支
部

長
1
二
十
三
区
長
、
理
事
日
小
学
校
長

中
学
校
長
、
小
-
P
T
A
会
長
中
e
P

T
A
会
長
、
高
校
P
T
A
代
表
青
年
団

長
、
婦
人
会
長
、
高
校
長
、
六
区
長
、

十
六
区
長
、
二
十
区
長
、
二
十
三
区
長

二
十
六
区
長
、
三
十
八
区
長
五
十
六
区

長
、
民
生
委
員
代
表
二
名

交
安
協
支
部
長
、
保
護
司
代
表
一
名

公
民
館
青
島
分
館
長

監
事
H

保
護
司
一
名
、
公
民
館
沖
浦

分
館
長門

櫛
生
支
部
凶

支
部
長
H

公
民
館
分
館
長
、
副
支
部

長
H

交
安
協
会
支
部
長
、
理
事
リ
小
学

長
、
中
学
校
長
、
小
e
中
P
T
A
会
長

青
年
団
長
、
婦
人
会
長
、
区
長
会
支
部

長
、
中
学
補
導
員
、
交
安
協
会
支
部
長

し
な
い
方

凶
多
少
の
資
産
は
あ
る
が
、
訴
訟

の
た
め
の
出
費
で
、
生
活
を
お
び

や
か
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

お
お
む
ね
、
中
流
の
下
と
い
っ
た

範
隠
の
人
ま
で
含
ま
れ
ま
す
。

申
し
込
み
の
方
法
は

法
律
柊
助
を
受
け
よ

5
と
す
る
方
は

つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

出
愛
媛
弁
護
士
会
の
中
に
あ
る

財
団
法
人
法
薄
扶
助
協
会
愛
媛
支

部
凶
松
山
地
方
法
務
局
の
人
権
擁
護

課
か
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局

間
長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員

(
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
大
字

櫛
生
の
岡
崎
愛
次
郎
氏
と
、
大
{
子

豊
茂
の
亀
田
四
郎
氏
で
す
)

審
査
に
パ
ス
す
る
と

協
会
は
、
申
し
込
み
を
受

け
る
と
事
件
が
扶
助
に
値

す
る
も
の
か
ど
う
か
を
調
査

し
、
扶
助
す
る
こ
と
に
決
定

す
る
と
、
裁
判
費
用
な
ど
を

依
頼
者
の
た
め
に
立
て
替
え

て
支
払
い
ま
す
。

立
て
替
え
金
の
返
還

訴
訟
が
終
っ
た
と
き
は
、

依
頼
者
は
立
て
替
え
て
も
ら

っ
た
金
を
、
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
依
頼
者
の
資
力

の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
よ

っ
て
は
、
立
て
替
え
金
の
全

部
ま
た
は
、
一
部
の
返
還
が

猶
予
さ
れ
、
あ
る
い
は
返
還

の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

学窓を巣立つ人と社会保険

H くらしの保障 H がねらい

今
春
、
学
窓

を
巣
立
っ
た
人

は
、
い
ま
新
し

い
人
生
に
対
し

て
、
大
き
な
期

待
と
希
望
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
し

て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

し
か
し
、
ま

た
半
面
、
こ
れ

か
ら
の
一
本
立

ち
の
人
生
に
、

い
ち
ま
つ
の
不

安
を
も
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ

、hp

ノ。長
い
人
生
航

路
は
、
平
穏
無

事
の
と
き
ば
か

り
で
は
な
く
、

い
つ
、
な
ん
ど

J'== 
京も

ザっ

く

jえ

fJ) 

{ま

つ
おミ

ぬ

支
部
長
i
公
民
館
白
滝
分
館
長
、
副

支
部
長
l
区
長
会
支
部
長
、
理
事
H
白

滝
小
学
校
長
、
柴
小
学
校
長
、
成
川
小

学
校
長
、
白
滝
中
学
校
長
、
青
年
団
長

白
滝
婦
人
会
長
、
柴
婦
人
会
長
、
成
川

婦
人
会
長
、
柴
分
館
長
、
戒
川
分
館
長

区
長
会
支
部
長
、
日
滝
中
校
外
生
活
指

導
主
任
、
成
川
小
校
外
生
活
指
導
主
任

柴
小
校
外
生
活
指
導
主
任
、
少
年
共
助

員
監
事

H
区
長
会
白
滝
副
支
部
長
(
柴

@
成
川
)
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二
一
刀
円
を
、
香
典
返
し
の
か
わ
り
に
、

「
長
浜
町
社
協
の
事
業
資
金
一
に
充
当
し

て
ほ
し
い
。
」
と
、
町
社
協
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

品
田
知
環

wv
香
典
返
し
を
寄
付

大
字
下
須
戒
の
小
西
仲
光
氏
は
、

四
万
円
。
大
字
白
滝
の
木
田
義
蔵
氏
は

き
、
ど
ん
な
不
幸
が
訪
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
「
く
ら
し
の
保

障
」
を
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
国
民
年

金
を
は
じ
め
と
す
る
つ
ぎ
の
八
つ
の
社

会
保
険
制
度
で
す
。

一
、
厚
生
年
金
保
険
会
社
や
、
工

場
で
働
く
一
般
の
勤
め
人
の
た
め
の
年

金
制
度
。

二
、
船
員
保
険
1

船
舶
や
、
漁
船
な

ど
に
乗
り
組
む
船
員
さ
ん
が
加
入
す
る

年
金
制
度
。

三
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
国
家

公
務
員
が
加
入
す
る
年
金
制
度
。

四
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
l
県

ゃ
、
市
町
村
の
職
員
、
公
立
学
校
の
先

生
な
ど
が
加
入
す
る
制
度
。

五
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
|

私
立
学
校
の
教
員
な
ど
が
、
加
入
す
る

ち
ょ
っ
と
待
つ

犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
，
つ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
住
民
に
よ
る
自
主
防
犯

率
一
体
制
を
確
立
し
て
、
効
果
的
な
防
犯
活

学
一
動
を
進
め
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り

長
浜
町
防
犯
協
会
が
、
新
し
く
う
ま
れ

ま
し
た
。門

本

部

凶

会
長
H

町
長
、
副
会
長
日
助
役
、

wv
保
健
衛
生
の
問
題
を
研
究

去
る
二
月
十
二
日
、
十
八
日
そ
し
て

二
十
六
日
の
三
日
間
、
体
育
館
で
、
共

同
保
健
計
画
衛
生
教
室
一
が
開
か
れ
ま
し

た
。
¥

年
金
制
度
。

六
、
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

国
鉄
、
電
々
、
専
売
の
三
つ
の
公
社

に
勤
め
る
人
た
ち
が
加
入
す
る
制
度
。

七
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

!
農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
に
つ
と
め

る
人
た
ち
が
加
入
す
る
制
度
。

八
、
国
民
年
金
1

農
業
ゃ
、
商
業
な

ど
自
営
業
の
人
た
ち
が
加
入
す
る
制
度

学
校
を
卒
業
し
て
、
一
般
社
会
に
出

る
と
、
こ
の
八
つ
の
制
度
の
う
ち
、
ど

れ
か
一
つ
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
災
難
は
、
い
つ
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
学
窓
を
巣
立
つ
若
い
み
な
さ
ん
が

こ
の
社
会
保
険
制
度
に
関
心
を
も
ち
、

積
極
的
に
加
入
し
、
そ
し
て
、
安
心
し

て
、
社
会
で
元
気
に
働
い
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

ゅ
の
ゆ
と
り

ι

事
故
は
恕
い

¥
ど
」
れ
は
、
日
常
生
活
に
も
っ
と
も

身
近
な
保
健
衛
生
の
問
題
に
つ
い
て
、

研
修
す
る
の
が
ね
ら
い
で
、
環
境
衛
生

共
同
保
健
計
画
、
結
波
予
防
、
精
神
衛

生
、
成
人
病
、
そ
れ
に
、
母
子
衛
生
な

ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

諮
問
に
は
、
県
の
係
官
、
赤
穂
一
区
附

菊
地
医
師
そ
れ
に
石
村
医
師
で
し
た
。

次
回
は
、
時
期
的
に
関
連
の
あ
る
も

の
か
ら
順
次
進
め
て
ゆ
き
、
四
月
と
五

月
に
開
く
予
定
で
す
か
ら
、
あ
な
た

4

是
非
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

_.よ訟与

A
V

さ
く
ら
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
な
で
し
こ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
花
が
咲
く
こ
ろ

と

な

り

ま

し

た

。

土

学
校
、
官
庁
な
ど
は
新
年
度
。
こ
力
二

か
ら
は
、
何
か
と
会
合
が
多
く
な
り
ま
一

す
。
ま
た
、
家
庭
の
主
婦
の
負
担
も
重
一

〈
な
り
ま
す
。
家
庭
内
の
雑
用
は
、
な
一

る
べ
く
ま
と
め
て
、
今
の
う
ち
に
か
た
一

づ

け

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

一

そ
の
た
め
に
、
一
か
月
分
の
カ
V

ン一

ダ
!
の
日
付
け
の
下
に
、
大
ま
か
な
予
一

定
を
蓄
を
こ
ん
で
、
順
次
消
し
て
い
く
一

よ
う
に
す
れ
ば
、
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
一

た

り

し

な

い

で

す

み

ま

す

。

一

八V

四
月
に
な
る
と
、
急
に
、
子
ど
も
一

の
戸
外
で
遊
ぶ
機
会
が
多
く
な
る
せ
い

v

吐

か
、
一
戸
外
で
の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
、
登
校
よ
り
も

下
校
時
に
多
く
、
事
故
は
、
と
く
に
、

新
入
学
の
児
童
に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す

み
ん
な
で
、
十
分
気
を
つ
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

。
春
の
行
事
の
う
ち
潮
干
狩
は
、
も

っ
と
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
潮
干
狩
の

い
ち
ば
ん
い
い
時
期
は
、
潮
の
み
ち
ひ

す
の
も
っ
と
も
大
き
い
旧
の
三
月
三
日

(
こ
と
し
は
、
四
月
四
日
)
を
中
心

re

そ
の
前
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
〉
庭
に
咲
い
て
い
る
花
な
ど
を
、
食

卓
や
書
斉
に
か
ざ
り
ま
し
ょ
う
。
食
卓

に
は
、
「
味
覚
を
そ
そ
る
よ
う
に
」

花
や
葉
に
と
げ
の
な
い
も
の
を
明
る
い

や
わ
ら
か
い
感
じ
の
器
に
。

主
百
斉
に
は
、
疲
れ
た
日
を
や
す
め
る

よ
う
に
禄
を
た
く
さ
ん
使
い
ま
し
ょ
う


